
摂食嚥下チーム メンバー紹介

皆様、こんにちは。
私の勤務する３階循環器･血液内科
病棟では、誤嚥性肺炎･脱水･低栄養
といった高齢者の方も入院されてい
ます。
『口から食べること』は、生命を繋
げていく⾃然な流れであり、⼀⼈で
も多くの方が再び経口摂取ができ、
食べる喜びを感じて頂けるよう嚥下
チーム･病棟スタッフの協⼒のもと
援助していきたいと思います。
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新年明けましておめでとうございます。
今年の⼲⽀「壬寅(みずのえとら)」は、厳しい冬を乗り越え、新しい
ステージに向かう準備段階にあると⾔われる年です。”壬”は“妊”に通
じることから、エネルギーを蓄える。”寅”は”螾(みみず)”になぞられ
て新しく動き始めた段階という意味があるそうです。みなさま、それ
ぞれが思い描く良い年になりますように︕
さて、今回ご紹介する「おでこ体操」は、おでこと手で押し合うこと
で、のどに⼒が入り嚥下に必⽤な筋⾁を鍛えられます。この体操を
食前に10秒×10回⾏うと効果的です。のどの⼒が衰えると、飲み込
む⼒が弱くなり食べ物の偏りが生じて栄養状態が低下したり、誤嚥を
引き起こす可能性が出てきます。誤嚥を繰り返すと肺炎になるリスク
が上がります。そのため、肺炎を予防するためにものどを鍛える必要
があります。美味しく食べて、元気に⻑生きするためのトレーニング。
是非、試してみてください︕

⾔語聴覚士（ST） 鈴⽊ 直美
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早川 君子

皆様こんにちは︕私は整形外科病棟
に勤務している早川と申します。
高齢で入院してくる患者様の栄養状
態から嚥下の状況など、当院の摂食
嚥下チームでは医師･⻭科医師･⾔語
聴覚士･薬剤師･栄養士･看護師･放射
線技師・⻭科衛生士など介入し、⾃
分の口から美味しい食事を食べる喜
びをサポートしています。
誤嚥性肺炎を予防して安全に食事摂
取できるようチームで取り組みたい
と思います。

私の勤める外科病棟では、消化器疾
患をメインとしており、病態により
絶飲食になる患者様も多くいます。
そのため嚥下機能の低下きたし、摂
食困難な状態になる事も少なくあり
ません。
そこで摂食・嚥下チームが介入し、
嚥下機能に合わせた食事摂取方法を
⾏うことが重要になります。
「食」の楽しさや喜びを⼤切に活動
していきたいと思います。
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